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９
月
末
か
ら
10
月
に
な
り

ま
す
と
、
小
学
校
・
中
学
校

の
運
動
会
が
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

60
歳
を
過
ぎ
た
私
ど
も
の

時
代
の
運
動
会
は
、
農
繁
期

を
過
ぎ
た
11
月
初
旬
に
行
わ

れ
、
非
常
に
寒
い
朝
出
か
け

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
末
吉
中
学
校
の
運

動
会
の
一
コ
マ
で
す
。「
山

椒
は
小
粒
で
も
ぴ
り
り
と
辛

い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
ど
お

り
、
昔
の
方
が
覇
気
に
満
ち

て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

（
大
川
内
）

表
紙
に
よ
せ
て

　

今
年
は
、
選
挙
の
多
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
歴
史
的
な
政
権
交
代
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
是
非
は
別

と
し
て
、
地
方
へ
の
影
響
が

出
始
め
て
い
ま
す
。

　

我
が
曽
於
市
は
、
山
間
部

が
多
く
回
っ
て
み
ま
す
と
空

き
家
や
独
居
老
人
が
、
４
年

前
と
比
較
す
る
と
多
い
こ
と

に
驚
き
ま
す
。

　

た
と
え
政
権
は
か
わ
っ
て

も
、
地
方
の
実
情
を
し
っ
か

り
と
ら
え
、
自
立
自
興
の
精

神
の
も
と
に
議
員
、
職
員
が

今
一
度
地
方
自
治
の
原
点
に

立
ち
、
奮
起
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
実
感
し
ま
す
。

（
瀬
戸
口
）

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

編
集
後
記

　10 月 1 日の本会議で，橋元孝一議員を
提出者として，「曽於市議会議員定数条例
の制定について」が議員発議され，全会
一致で可決されました。
　「行政改革」を求める議会でも，自らが
率先して自主的，自立的な議会改革を行
うべきであり，その一つとして議会定数
について見直しの必要性があることを提
案理由とし，現行の議員定数 26 人を 22
人に改正するための議案が提出者を含め，
21 人の連名により提出されました。
　この条例は，公布日の 10 月 2 日から施
行され，平成 21 年 11 月 15 日に執行され
る曽於市議会議員選挙から適用されます。

私
た
ち
が

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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瀬
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発
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責
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者

議　
　
　

長　

坂
口　

幸
夫

議会議員定数条例の制定を発議
全会一致で可決

議員定数26人を4人減の22人へ

現職市議会議員の任期

11月30日まで
曽於市議会議員投票日

11月15日（日）


